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資料紹介
経済学者の追悼文集補遺
?
原四 郎
はしがき
私は拙著「思想家の書誌ーー研究ノートーー」（日外アソシェーツ， 1990年6月）の第
1章で，経済学者の追悼文集を約100点紹介したが，本稿はその補遺として書かれた。
拙著では，原則として，戦後に単行本のかたちで刊行された追悼文集に限る一方，アカ
デミックな経済学者だけでなく，広い意味のエコノミストをもとりあげた。本稿でも基本
的にはその方針を踏襲し， 12人の人物をとりあげて， その氏名の50音順に配列するが，
(3), (5), (8), UOJは戦前に出たものであり，また(5)とUO)とは雑誌の特輯号というかたちをと
ったものである。 (8)以外のものは，従来と同様関西大学経商資料室に寄贈される。
ー
(1) 朝野勉 (1915-1989)
「田の怒り 追想の朝野勉』，編著「田の怒り』刊行委員会，私家版，頒価3,000円（私
は新日本出版社に照会して入手した）， A5判273ページ，発行1990年5月14日，巻頭に写
真1礫。
刊行委員会（代表上杉正一郎）の「刊行にあたって」によれば，故人の1周忌を前にし
て多くの人々の執筆•寄金・普及の協力によって刊行しえた。なお表題は，故人が1989年
の年賀状用につくった俳句「風の花極みにおきぬ田の怒り」からとったとある。
I人柄と業績， I家族とともに， Il弔辞， IV朝野勉遺稿抄の4部からなり，巻末に略年
譜•主要著作一覧と幸枝夫人の「お礼のことば」がある。
I は「子規の里を出でて一生い立ち•松山高商・京都帝大・逮捕等ー一。」（上杉正一
郎，藤谷俊雄ら 9 人執筆），「理論・啓蒙の徒ー~アメリカ研究所 ·ML研究所・農業理論
等一ー」（神野嘩一郎，本田創造，堀江邑一；鈴木正四，豊田四郎， 村田陽一ら 16人執
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筆），「実践・農業政策の人-農民闘争・農民漁民部・愛媛・高知行等ーー」 （岡研二，
雪野勉，有坂哲夫ら18人執筆），「出版・「資本論」の担当ー一新日本出版社「資本論」編
集統一等—」（津田孝，岡本博之，宇佐美誠次郎ら 7 人執筆）， 「多摩の余韻ーー地城闘
争・学習・「赤いえんびつ」等一（大竹英明，渡部登ら17人執筆）の5部より成り，合
計67人が書いている。
lIには故人の家族と，家族ぐるみの親交があった上杉家の人々 9人が書き， Ilには日本
共産党中央委員会出版局長池上芳彦，新日本出版社社長山本功，拝島借地借家人組合組合
長原島昌生，友人代表鈴木正四の弔辞がある。
IVには，：詩・俳句・短歌や演説会草稿•長谷部文雄の追l卓文などがおさめられている。
故人には単独の著書はない。 1950年に青木書店から出た『レーニン農業問題』は浅野勉
著となっているが，実際はレーニン「1905-1907年のロシア第一革命における社会民主党
の農業網領』の翻訳であったことは， 宮村光重の「おっかない先輩の一人」が書いてい
る。 30篇におよぶ論文・書評の多くが農業問題に関するものであることは，故人が京大農
学部農業経済科の卒業生であり，戦後日本共産党の農民部や農民漁民部で活動していたと
いう経歴の自然の結果である。朝野は晩年新日本出版社版の新訳の『資本論」の編集統一
者の一人となり，地代論のところの翻訳に病気をおして協力 (143,145, 147ページ），ま
た戦前の地代論争の再検討を志していた (58ペー ジ）。
朝野の業績の一つにアメリカ研究がある。彼は1942年に軍隊を除隊して宮川実のいた立
教大学のアメリカ研究所に入り， 1947年までアメリカ研究に従った。当時のことは，研究
所の先輩神野琉一郎や後輩の本田創造が追想している (52~56ページ）が，本田はその中
で，朝野が本田に貸した文献との出会いが， 「その後菊地さんなどの影響もあって， 私が
黒人奴隷制度や黒人史の研究にたずさわるようになる」きっかけになったと書いている。
その菊地謙一の未亡人幸子も本書に追悼記を寄せている (56~58ペー ジ）。
(2) 石川三四郎 (1876-1956)
『石川三四郎をしのぶ』， A5判38ページ，騰写刷非売品， 1963年末に発行。
巻末につぎの短文がある。「石川さんの追悼会の記録を，発表できる場所がさがせない
まま 7年すぎてしまいました。このまましまっておくことが残念なので， 8回目の命日を
むかえるのを機会に，刷物にして，おおくりすることにします。 1963年11月，鶴見俊輔」。
これは「1956年12月7日『石川三四郎をしのぶ会」の記録」であって，家永三郎は「ま
えがき」で当日の模様をつぎのように書いている。
「1956年11月28日，石川三四郎氏が東京都世田谷区船橋町の自宅で永眠された。翌29日
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は，遺骸を火葬に附したが，遺志に従って葬式を執り行わなかった（中略）。
12月7日，四谷駅前主婦会館で「石川三四郎を偲ぶ会」が開かれた。故人をなつかしむ
年老いた同志や若い後輩がおよそ200人ばかり集まり，会場はいっぱいになった。その中
には，明治以来石川氏とともに社会運動に加わった同志もいれば，戦後氏の人がらに魅せ．
られてその家に出入りするようになった青年もあるというふうに，単にアナーキストばか
りでなく，思想や立場を越えて氏をなつかしむ人々が，一堂に会したわけであって，その
多彩な顔ぶれは，石川氏のひろい，寛容な対人関係をよく示していた。午後1時すぎ，ま
ず近藤憲二氏の司会のあいさつからはじまり（中略）， それから，参会の人々が次々と指
名によって短時間づつ故人を追憶する談話を行ったのであるが，今，その要旨を次にかか
げる」。
アナキスト連盟の近藤憲二の開会のことばから，学芸通信社の川合仁の閉会の辞まで，
32人の談話の要旨がおさめられている。その中には，平民社時代からの古い友人の荒畑寒
村や西川文子（西川光二郎夫人）もおれば，石川が長いフランス生活から帰って後のつき
合いである大宅壮ーや岡本潤もいる。社会党の高津正道もおれば共産党の山辺健太郎もい
る。植村諦の「霧」という追悼詩もあれば，朝鮮人祖国平和統一協議会の元心昌が「先生
の平和の思想をほんとうに継承するのは私たちの国朝鮮だとおもっています」ということ
ばもある。
・私は平凡社の「日本人の自伝』（第10巻， 1982年6月）の中で石川三四郎の自伝「浪』
を河上肇の自叙伝とともにとりあげて解説を書いたことがある（杉原『経済学と経済学
者』， 日本経済評論社， 1985年所収）。この二人は理論的立場も人柄も異質的である反面，
いろいろの点で共通なところをもった同世代の思想家であった。石川の思想と生涯を語っ
た大沢正道は， 「もう一つ言いのこしてならないことは， 石川さんが美と芸術をアナキス・
ムの大本に据えことである。美しさを求めるという気持ち， その欲望こそは人間ばかり
か，生物本来の本能だというのがその主張でもあった」とのべているが，美と芸術とへの
憧憬ということも，石川と河上との共通点の一つであったように思われる。
「不尽」という雑誌 (1957年）に石川三四郎追悼号がでているようであるが，末見であ
る。
(3) 石川理紀之助 (1845-1915)
『石川翁追遠録』，発行篤農協会（東京都麹町区内幸町大阪ビル），篤農協会叢書第二，
発行日1933年10月25日， A5判本文55ページ，定価25銭。
篤農協会の序にいう， 「石川理紀之助翁逝いて十有九歳， 今や世を挙げて農村の更生興
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起を念じ，翁の遺徳を慕う心の亦甚だ切なる時，吾等同人は翁の郷邑秋田県南秋田郡豊川
村に於いて，敬みて翁の追遠祭を催すこととした。翁の事蹟に就ては已に世間周知の事で
あり，又細述の書も多いから，本協会は此の際特に斯の如き冊子を編み，翁の霊前に供ふ
ると供に，同人諸彦に頒つこととする」。
内容は香坂昌康「農民精神の確立と石川理紀之助翁」， 菅原兵治「石川翁に詣りて」の
2篇である。前者は篤農協会主催の第1回夏期講習会 (1933年8月）での講演で，緒言，
(1)質実剛健， (2)努力， (3潮究， (4)農民精神一ー信念， (5湘：の為め， 国の為め， (6)中心人
物， (7)修養 (8)余韻，結語より成り，石川の人と業績について語る。後者は末尾に， 「以
上，石川翁の霊前に詣でて得たる直覚的感想を思出づるままに録して，翁の慰霊祭のお供
物の一つにしたいと思ふ次第である。 9年6月末日， 菅谷の荘にて記す」とある通り，．
菅原が石川の家郷秋田市の山田部落にある石川神社や石川家をたずね，慰霊祭に出席した
時の感想を書いたものである。菅原はそこで，石川の「成功的農業奨励者」たる一面のみ
ならず， 「学究的思索的な人」という他の一面を見ること， 「行蹟的一面を学ぶと共に，
問学的一面に参ずることを忘れてはならぬ」とのべている。
石川の伝記には，川上富三「石川理紀之助の生涯』（発行者石川翁遺跡保存会石川尚三，
1976年）がある。また，石川の追憶文集とおぼしいものは，本書のあと，農林省経済更生
部編「石川理紀之助翁の事績」 (1936年），三井報恩会編「老翁石川理紀之助翁の業績に就
いて」 (1936年）， 石川太郎編「追憶記』 (1941年）などが出ているが， いずれも末見であ
る。
(4) 内田義彦 (1913-1989)
「私の中の内田義彦』，『内田義彦著作集』第10巻別冊，岩波書店， 1989年11月， A5判
52ペー ジ。
「内田義彦著作集」編集部によれば，「本冊子は， 1989年3月30日， 東京・千日谷会堂
で行われた「内田義彦さんを偲ぶ会」（代表・木下順二氏， 司会•島森路子氏）での「私
の中の内田義彦」と題するスピーチの全記録である」。「はじめに」と「閉会にあたって」
とをのべた木下順二のほか，つぎの9人の文章がおさめられている。当日欠席した丸山真
男のものは，新たに本集に寄せられたものである。
追悼経済学者内田義彦一ーその風格と作品一一平田清明，追悼山本安英，内田義
彦さんとともに尾崎宏次，内田義彦君人と学問小林昇，わが内田義彦野間宏，内
田義彦さんを偲ぶ大塚久雄，わたしの中の内田義彦青田晟ー，たった一日の出会い
村上輝久，内田義彦君を偲んで丸山真男。
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木下順二が「はじめに」で書いているように，内田義彦は15年まえの1974年に胃を手術
し，その後奇蹟的に生きつづけて来たが， 1983年から準備をはじめた著作集（全1哨~)を
198眸から刊行し，その途中の1989年1月に病状が悪化，再度手術したが3月18日に息を
引き取った。
知名の執筆者が多い中で，青田晟ーと村上輝久の二人だけは文章をよんではじめて内田
との関係が判明する。青田は内田ゼミの出身者で，ここ10年は内田の「散髪係りとしてず
っと励んできた」が，その間身近かに接した恩師の風貌を印象深く語っている。村上輝久
は，ヨーロッパで活動しているヒ°アノの調律師で， 1970年にソ連のピアニストリヒテルが
来日したとき彼について来て， リヒテルの公演をきいた内田の「裏方をやっている私に会
いたい」という希望で対談することになった。その対談（二人の対談の記録は nf作集」
第7巻対談への試みにおさめられている）の「たった一日が20年間も私の頭の中にそのま
ま教えとして残った」かが語られている。
「私の中の内田義彦」という主題からして当然のように， 9人はいずれも自分と内田と
の関係の中で特に心にのこる内田の人柄・風貌・挙止について語っている。内田と一番長
いつき合いだった野間宏は戦前からの，丸山真男は戦後すぐ結成された青年文化会議以来
の思い出を，山本安英と尾崎宏次とは芝居を通じての内田とのつき合いを，また彼の学問
上の先達である大塚久雄は，内田が学者として真理への強い意志をもっていたこと，また
人間として「謙虚で，じつに優しい心の持主だった」ことを語っている。そして，小林昇
と平田清明とは，研究者としての内田の人間性と風格についてのぺている。
だが小林と平田とは，単に内田の学問にあらわれている人間的側面にふれるだけでな
く，経済学者としての業績そのものについても語っている。一般の人々が多数出席してい
る「偲ぶ会」で，彼の学問的業績を正面切って論評することは場ちがいだが，しかし偲ぶ
会で，経済学という彼の本業を語らずにすます，その代表作である「経済学の生誕」をと
りあげずにすますことはどうしてもできない。それを語ることにおいて，最も適任のこの
二人のスピーチは，その意味で本集の中では特に注目されるものといえよう。
平田が『経済学の生誕」について語っているつぎの三つの点は，単なる内田評価にとど
まらぬ重要な論点である。 (1)「生誕」の前編が面白いのは，ルソーとスミス， ヒュームと
スミスといった独創的な問題設定を迫力ある文章で提起したところであるが，後編が冴え
ないのは， その理論展開が尻切れトンボに終わっている点で， さらに，「リカードとベン
サム，あるいはマルクスとジョン・ステュアート・ミルという，第1部，第2部，第3部
として構想された内田経済学史は第1部のみで終わった。そのため第1部の終わりかたも
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うまく収まっていない…•••内田経済学は未完であった。挫折というものが内田義彦という
方にもあった」。 (2)内田経済学には新地平の開拓を約束する資本循環論があった。内田は・
資本循環という問題領域を設立し，そこにおいてスミスを中心として，先行者ケネー，後
継者マルクスを見た。この過程は単に経済過程として自立しうるものでなく，ヒューマニ
ティの諸領域とともにあるものであるが．マルクスは『資本論」で経済過程以外の部分を
切りおとしてしまった。内田はマルクスが切り捨てたところを，スミスとともにもう一度
取り込むことで，自分の作品をつくろうとした。 (3)内田はスミスの中で，資本主義を通じ
ての市民社会の成長を見たように，マルクスの中で市民社会の満面開花としての社会主義
というものを考えた。社会主義における市民社会という問題を内田は196吟三代後半にはっ
きりと提起したが，その理論的基礎はすでに「生誕」の後編にある。この問題はうけつい
で発展させるべき大きな仕事であろう。
私はこうした平田の内田評を読むにつけても，内田経済学が日本資本主義論争の遺産，
とりわけ山田盛太郎と平野義太郎を中心とする講座派の遺産を基礎とし，その問題意識を
継承していることを思わざるを得ない。（イ）「生誕』．とくに前編での展開は．西欧各国の
資本主義形成過程の独自性とむすびつけて近代西欧思想史の諸潮流を展望するという講座
派の手法を用いて• 清水幾太郎がホップズを，栗原百寿が J.s. ミルを中心に展開してみ
せたように，内田はスミスを基軸にして展開したものであり，（口）P…Pフォーミュラを中
心を中心とする資本循環論を経済理論史の中心にすえたのは，山田盛太郎の再生産論研究
の発展拡充を試みたものであり， ~y西欧近代思想史の展開をフランス大革命期，イギリス
産業革命がほぼ完成する1020~1830年代， 1848年革命期の3段階で考えるのは，平野義太
郎の構想（『日本資本主義の機構」巻末の年表参照）をふまえたものである。
なお内田には，もう一つの追悼文集が出ている。「追悼・内田義彦」で， 編集兼発行人
藤原良雄， 発行所藤原書店， 1980年3月18日発行，非売品， 新書判24ベージ（なお後に
「機」第2号，藤原書店， 1990月6・7月に収録）。上掲の文集にも書いている平田・岩
本・野間・青田の他に，住谷一彦，田添京二，羽島卓也．吉沢芳樹，内田弘，山田鋭夫，
中村達也，酒井進，野沢敏治． 山崎怜． 西岡幸泰， 杉原四郎らの経済学者や．谷川俊太
郎，加藤亮三，山田登世子，島森路子，藤久ミネ，石原重治，生田幹夫，それに長男の内
田純一ら， 合計2人が書いており，藤原良雄のはしがきと編集後記， 内田義彦略年譜の
他，全編に故人の遣影がちりばめられている。田添京二は「調査マンとしての内田先生」
の中で，内田が東芝堀川町工場の調査に熱心にとりくんだ様子をのべ，山田鋭夫は「一つ
のことを」で，「先生の思想は， 最終的にはある一つの問題のまわりを回っていた」 との
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ベ，「要は，私たち凡人がどうしたら自由な人間となり， 自由な人間として結ばれあうか
です」と書いている。私は「内田先生の書簡」で， 1953年にはじめてうけとったものから
亡くなる2カ月まえにもらった最後のものまでの内田書簡の思い出を語った。
I 
(5) 大西猪之介 (1889-1923)
「大西教授の思い出』，『北方日本」第4巻第3号（特輯号）， 編集兼発行高田治作，発
行所北方日本社（小樽市相生町1-1),1925年3月30日発行,A5判102ページ，特価60
銭。表紙に筆蹟．巻頭に遺影一葉。
はじめに遺稿「ストラスブルク引揚の記」をおき， 29人の「思い出」をおさめるが，
「思い出」のはじめに，小樽鳴明会出口豊泰と高田治作の名でつぎの寄稿依頼文がのって
いる。
.「拝啓益々御健勝慶賀の至りに存じます。陳者小樽高等商業学校教授大西猪之介氏は
営に教授としての学界に貢献せられたること大なるのみならず，平素当小樽市を愛し，文
化向上に尽痒せられ，本会はその庇護により今日のあるを得たものであります。
姦に3年祭を迎ふるに当り追慕の情を新にせんが為め，玉稿を得て記念の小冊子を編纂
した＜，就ては恐縮ながら長短を不問御寄稿を賜り度切望いたします（中略）
ー，大西教授に就て貴下の有せらるゞ追憶の一二。
二，大西教授の学問上の功績として数えられるべき点或は学界の損失と思惟せらる>
点。
三，今日ありとせば貴下は大西教授に如何なる希望をなさるゞか。」
29人の「思い出」の中には， 1923年2月5日の「小樽新聞」追悼号からの転載や左右田
喜一郎が「国民経済雑誌」 (28-4,1920年4月）に書いた大西「伊太利の旅』と「囚は
れたる経済学」の書評の転載があるが，大部分は新稿で，丸谷喜市，坂西由蔵（坂西は京
都商業と神戸高商との先輩），関一（関は大西の恩師），早川三代治，南亮三郎，高島佐一
郎，津村秀松らが書いている。ここでは福田徳三の一文を紹介しておこう。
「拝答 ． 
ーに対し。極めてスマートな人でであったこと。万事に気の付く人，其代り他のアラが
見へ過ぎて自分でも困ったらうと思はる>こと。親切で癬い処へ遺憾なく手の届くこと。
或時には親切過ぎる位であったこと。人の長を見ればーも二もなく服すると共に，其れが
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思った程でないと気が付くと，気になって気になって堪らず，自分の思ひ通りにせずには
已まなかったこと，人を喜ばせることに長じて居たが，恐らく自分は一生慰められざる人
で終ったらうと思はれること（以下略）。
ニに対し。批評に長じ，他人の説を十分に諒解し，親切に之を照介したこと。ジャーナ
リスチックで学問の幅を広くするに貢献したことは可なり大と存じます。唯余り幅が広過
ぎて奥行の方ば之れに伴はなかったことは残念ですが，ソレハ短日月の事故不得止事と存
じて居ます。永生せられたら奥へも深く行かれたらうと思ひます。
三に対し。独創な理論研究か，其れが出来ずば一層思切って大胆な時事評論，文明評論
をして貰ひ度いこと。恐らく後者の方が可能性に富んで居ることゞ存じます。理論研究は．
小樽には手塚教授のある故，同氏に一任しても可なりと存じます。後者には中々人が見出
せません。此点で大に惜しいことと存じて居ます（一四・ニ・十二）。」
34歳の若さでチフスで急逝した「日本経済学界の鬼オ」大西猪之介の全集全11巻は1927
~1928年高島佐一郎と南亮三郎の編纂で出た（杉原 r近代日本経済思想文献抄』， 日本経
済評論社， 1980年， 281~283ページ参照。この全集の内容見本については杉原 r思想塚液）
書誌」 195~196ページ参照）。また小樽商大同窓会誌「緑丘」第64・65号・(1969年）は，
大西教授特輯号で，諸家の追悼文や追悼座談会がのっている。、なお大西とゆかりの人物福
田徳三，左右田喜一郎， 手塚寿郎，・南亮三郎らの追悼文集については，『思想家の書誌J
で紹介しておいたが (23~24,17~18, 62~63, 124~125ペー ジ）， 大西もまた福田徳三
につらなる一橋系の経済学者の一人であった。
(6) 栗原佑 (1904-1980)
「続末完の回想』，著者栗原佑，編・発行栗原広子（保谷市新町4-11-8),発行日19
83年11月30日，非売品， A5判241ページ，巻頭に遺影8葉，他に故人のスケッチなど写
真3葉。
本書は2部よりなる。第1部「遺稿の中から」は，故人が1979年11月に出版した「未完
の回想」の続刊を出そうと思っていた（そのことを書いた「続未完の回想によせて」とい
う1979年12月の短文が巻頭にある）その遺志によって，「道灌山下 (1936年春）」から「苔
寺にて (1947年7月）」まで16篇の遺稿をまとめたもの，第2部「追悼」は，「告別式に於
ける式辞と告別の辞」（中西柾光ら 6名）と緑屋寿雄ら20人の「思い出」の文章とから成
る。巻末に栗原広子の「あとがき」，略歴および著作・翻訳・随筆一覧がある。
「あとがき」によれば，第1部の遺稿は，未亡人が「なるべく筆者の人となりを反映し
たものをということで取捨しました」。また「この小誌編集につきましては，石堂清倫氏，
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江口繁雄氏の多大の御配慮と絶えざる激励を賜わった」とある。
583 
クリスティアン栗原基の長男として生まれた故人は，京大経済学部に在学中1925年の学
連事件のため逮捕されて中退，再入学して1941年卒業した。 1936年以後数年中国にあり，
1943年メーリング「ドイツ社会文化史」の邦訳出版で入獄，戦前釈放され大阪市大教授，
熊本商大教授として社会思想史を講じる傍ら，メーリング『・マルクス伝」などを邦訳出版
した。私は彼の熊本時代に訪問して父君のこと， 河上肇のこと，堀経夫のことなどを聞
き，ェッセー集『われわれのしごと」びこ雅堂， 1948年）をいただいた。第1部には「一
木幸之助と河上肇」という一文があり，第2部の緑屋寿雄「栗原佑君の回想」には，1946年
2月10日に京都民主戦線協議会の主催で開かれた河上肇追悼大会で栗原が司会をつとめた
こと，「この頃の栗原君はほんとうに元気がよく，さっそうとしていた」と書かれている。
河上肇は1932年7月14日づけの鈴木安蔵への手紙（当時河上は東京に住み，鈴木は京
都の栗原基の家にいた）の中で， 「末筆ながら栗原先生へよろしく御伝言を願ひます。祐
〔佑〕君も大分おもい求刑をされてゐるので，御心配になってゐる事だらうと存じます。
有為の若い方々か次から次へと自由を拘束されて肉体破壊所へ追ひやられる事は，見てゐ
て傷心の至りです」と書いていた（全集第25巻261ペー ジ）。
(7) 平野義太郎 (i897-1980)
『平野義太郎 人と学問』，編者「平野義太郎・人と学問」編集委員会，発行所大月書
店，発行日1981年2月2日(3月31日第2刷）， B6判318ペー ジ， 定価2.500円，巻頭に
故人の写真8葉と，故人が大きな影響をうけた祖父と母の遣影，故人の手になる屏風の写
真。
風早八十二ら9人の編集委委会幹事会の「はしがき」は，故人の1周忌に当たって刊行
する本書が， 「先生の生涯や学問や活動について•…••あらゆる毀誉褒貶をこえて，＇客観的
に書かれる……時期まで，この本は，先生とその周辺を描いたものとして，多くの方々に
語られてほしいという気持ちで編集いたしました」と書いている。 ・ 
Iは姉堀田ふみ「太郎さんの幼少の頃の思い出」から，谷川巌「平野先生のあゆみ」ま
で27人の文章で，社会科学者が主として戦前の平野の学問的業績を語るものが多い。 Iに
は，・主として戦後の平野の多方面な活動をのぺた67人の文章が11に区分けしてならべられ
ている。最後の3篇は，長男と次男と孫娘の追憶記である。
最後に，小笠原英三郎，瀬長亀次郎，櫛田ふき，福島正夫，風早八十二，守屋典郎の弔
辞，国の内外からの弔電の紹介，そして著書目録と略年譜がある。
平野は講座派のリーダーとして，主著「日本資本主義社会の機構」でわが国の社会科学
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に大きな影響を与えたが，本書ではこの点について語った文章は案外すくない。注目され
るのは，故人の縁者安場保吉が「叔父・平野義太郎を偲んで」で，自分で講座派を「社会
経済学的な買手独占の理論，とくに差別的買手独占の理論として提出」したこと（安場『経
済成長論』，筑摩書房， 1980年）にふれ，「講座派が日本最初のオリジナルな社会理論を構
築した」として，その理論的リーダーの一人だった平野に敬意を表していることである。
1937年に起訴留保のまま釈放されてから戦時中の平野の行動， とくに1945年河出書房か
ら出版した『大アジア主義の歴史的基礎」については，これまで疑問が投げかけられ，批
判の対象とされてきた。本書でもこの点が何人かによってとりあげられている。たとえば
長男平野義政は，父の「挫折」の証拠のひとつである上掲の著作が敗戦の年の6月に発行さ
れたことは「矛盾であり謎である」とのべ，「ペンを走らすのをとどめ，奴隷の言葉で論文
をまとめる以外の学問の道ゆきはありえなかったのだろうか」 (p.288)と書いている。ま
た風早八十二は，「日本におけるマルクス主義法学の創始者」の「精神的遺産目録」をのベ
た文章の中で，平野によって「1941年以降矢つぎばやに公刊された民族政治学的大著は…
・・・八紘一宇と大東亜栄圏思想の香さえ嗅ぎとられるものもあった」 (p.280)とのべ（鈴木
安蔵も，当時の平野の著作から「白人帝国主義」からの「アジアの解放」を目指す情熱が
読みとれると書いている。 p.74) , また弔辞の中で「戦争末期にお9けるわれわれのあり
方が客観的に誤りであった」 (p.301)と語っている。平野自身が戦時中の思想と行動につ
いて書き残していないだけに，本書に収録された諸家の文章，たとえば陸井三郎「戦中・
戦争直後の平野先生 (1943~1946)」(pp.80~89)や福島新吾「平野先生の学問と私」
(pp. 169~171)などは，この問題を考えるうえに示唆的である。
風早は上掲の文章で， 平野が戦後平和運動と民主化運動に挺身したことについて， 「戦
前の彼の業績の金字塔『日本資本主義社会の機構』を矛盾なく（つまり，戦争末期を帳消
しにして）戦後に連結してみせた，戦後35年に及ぶ；超人間的偉業の秘密は，彼の無言の
自己批判ならびに新たな革命的決意と，全余命を賭けての，その実行にあった」 (pp.282 
~283)とのべている。この点については， 日本平和委員会副会長小林徹が「戦後平和運
動と平野義太郎先生」の中でつぎのように回想していることが注目されよう。
「すでに25年も前のことですが，私は北京のホテルで南原繁，矢内原忠雄の両先生と平
和運動について話し合ったことがあります。その時両先生は，戦争末期の平野先生の著作
にたいしきびしい批判をされ， しかるべき自己批判を行うべきであると主張されました。
私は帰国後，ただちに先生を訪れこのことを報告しました。先生は若かうた私に，平和運
動にたずさわるものの生き方を諄々とさとされ，本当の自己批判というものは，一片の文
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書によってではなく行動によってのみ明らかにされるものであり，人間の評価は棺をお
おってきまるものであると話されました。•このときの先生の真剣な態度と語られた内容
は，短文に書きしるすことは困難です。私はこのときの平野先生との話しあいで，この先
生と共に生涯平和運動に精進する決意を固めたのです」 (p.338)。
だが「民族政治学の理論」 (1943年）以降平野が矢つぎばやに刊行した諸著に対する学
界の批判はきびしい。斉藤孝は，これらの著書は「まことに「講座派」マルクス主義者が
どこまで堕落したかの見本である」といい（『昭和史学史ノート』， 小学館， 1984年， 143
ペー ジ）， 長岡新吉もこの点をくわしく論評して， 平野の「破産と転落」をついている
（『日本資本主義論争の群像』， ミネルヴァ書房， 1984年， 295~304ペー ジ）、。そして斉藤
も上掲書で，この『平野義太郎・人と学問」に言及している。
HI 
(8) 本多謙三 (1898-1938)
『本多謙三追悼録』，編集兼発行者本多大介，発行日1938年8月5日， B判174ペー ジ，
非売品，巻頭に肖像と筆蹟の写真。
「故人の随筆及び日記断篇」と「追憶」の2部より成り，他に年譜と著作年譜と仙子未
亡の後記がある。「故人の随筆及び日記断篇」には絶筆となった「天野博士と『道理の感
覚』」（『夕刊大阪新聞， 1937年9月18,20, 21日）などと日記の一部とが，「追憶」には西
田幾多郎，天野貞祐，三木清，杉本栄一，渡植彦太郎，加茂儀ー，坂田太郎，吹田順助，
宇野浩二，東山千栄子，遺族ら28人の文章がおさめられている。
江澤譲爾による「本多謙三著作年譜」 (154~172ページ）は， 1921~1937年に本多の各
種の新聞・雑誌・講座などに発表した諸著作を解説つきでまとめたもので，本多が学生時
代に左右田喜一郎の推薦で「思想」に「貨幣理論の現象学的考察」を発表 (1923年7月，
9月）して以来，岩波より出版予定の『経済哲学」のための草稿の一部をのこしたままで
病没するまでの研究過程を概観するのに有益である。遣稿は岩波からでなく（岩波からは
三木清・林達夫・羽仁五郎と共著の「社会史的思想史」が1949年に出た）， 理想社や三一
書房から出版されたが， 全く性格のちがうこの二つの出版社から遣著が出ているところ
に，本多謙三の特質—新カント派や現象学の哲学から出発しながら， 1932~1935年は唯
物論研究会にも加わるという一一ーがあらわれている。
(9) 美濃部洋次 (1900~1953)
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r洋々乎 美濃部洋次追悼録』，編集発行日本評論新社，非売品， 1954年12月20日発行，
B6判310ページ，巻頭に遺影3葉。
本橋義昌がかいている「あとがき」によれば，故人の50日祭のときに遣族が想い出にな
るものをのこしておきたいという希望をのべたので，故人が社長であった日本評論新社で
企画編集した。
全体は3部にわかれ，第1部は石原俊輝（朝日新聞）の「美濃部洋次さんの仕事とその
時代」で，石原が1942年朝日の経済部記者として商工省の中堅課長だった美濃部と知り合
て，彼が20カ月に及ぶ総務局総務課長時代産業の再編成に悪戦苦闘した経過—美濃部の
あらわした大著『綿業輸出入））ンク制度論」（商工行政社， 1939年， 786ページ）はその記
録である-を身近かで見守ってきたことが書かれている。これを第2部の末尾にある座
談会「先輩同僚の語る「美濃部君の偉蹟』」（出席者岸信介，三輪寿壮，水野成夫，下村三
郎，迫水久常ら）とあわせてよむと，ー革新官僚の足跡を通じて昭和前期の日本経済史の
発展と破局の道をたどることができる。
第2部は難波経ー（山陽パルプ社長）の「追憶」から清水英夫（『法律時報」編集次長）
の「美濃部社長とぼくら」まで10人の追憶記がおさめられており，その中では故人の商工
省時代の部下であった山本淳行や上野幸七の文章や千田是也の「美濃部さんと新劇」など
が注目されよう。第3部には結婚した時の感想をしるした1930年1~2月の「日記抄」と
座談会「近親者の語る「洋次さん」の想い出」がおさめられている。巻末に年譜があり，
それによって，美濃部達吉の縁者であり，東京府立ー中ー→一高文科甲類ー→東大法学部
英法学科ー→商工省というエリートコースを歩んだ故人が， 1933年商工省を一且やめて渡
満， 3年間「満洲国」で活躍後1937年以来再び商工省（→企画院→軍需省）でわが国統制
経済の運営にあたった後，公職追放期 (1946~1949年）を経て，諸会社の重役としての活
躍をはじめて間もなく病没した生涯を知りうる。著作目録はないが，美濃部には，上掲の
大著の他に，『綿統制』（重要物資統制読本の一冊，商工行政社， 1939年）や「戦時経済統
制講話」（橘書店， 1942年）などの著書もある。
UOl 武藤山治 (1867-1934)
「武藤山治氏追悼録』， A5判200ページ，発行者1934年4月（あとがきより推定）。
巻尾の「追悼録の編輯を終へて」は，柚秀吉，登美枝の署名で「4月16日記」とある。
そして「私共は自分達の手でこの追悼録を編輯しようとは夢想だもしなかった。今日迄私
達は只この雑誌をよくして千世子夫人と共に早く武藤さんの前に自慢話がしたかった」と
あるから，本書は恐らく雑誌の追悼号を単行本のかたちにしたものであろう。しかし奥付
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もなく，編集発行の経過を記した文章もないので，書誌的情報は不明であるが，おそらく
故人が1932年以来責任者であった時事新報社から発行されたものであろう。
内容はすこぶる豊富で，津田信吾，小泉信三ら21人の弔辞，石山賢吉；千葉三郎，八木
幸吉ら25人の追憶記，千世子夫人はじめ17人の遺族の文章，年譜•著書目録・遺影・遺墨
集などの他，殉職した運転手青木茂の遺族の追想文と，最後に附録として，故人が明治20
年11月5日に創刊した「新聞雑誌」第1号に書いた「ガゼット新聞の論説を読む」， 故人
の最初の著書「米国移住論」（明治20年9月）へ寄せた尾崎行雄の序文， 昭和8年5月22
日に行った最後の講演「商業と道徳」の速記録の三つをおさめている。
なお月刊雑誌「公民講座」（大阪・国民会館一一故人は昭和8年4月以来その会長ーー）
の昭和9年5月号は，全ページ (367ページ）をあてた「武藤山治追悼号」である。石橋
湛山，高橋亀吉，平生飢三郎，下村海南， 鈴木大拙， 河田嗣郎ら各界の名士約100人が追
憶文をよせている。
Ul 山本正治 (1912-1986)
「統計学と民主運動ー一山本正治追悼記一』， 発行山本正治追悼記刊行会（和歌山市
小松島3-1,教育会館内）；発行日1988年4月8日，非売品， A5判298ページ，巻頭に
遣影と遺稿（統計表）の写真各1葉。
｀巻頭に故人を引きついで和歌山県同和数育研究協議会会長となった生池富雄の「発刊に
よせて」と，巻末に末亡人山本清子「御礼のことば」，略年譜，岩尾靖弘「編集委員会か
ら」がある。
全体は3部にわかれ， I「統計学と民主運動ーー著作の中から一ー」は，遺稿「人口統
計の問題についての序説」（『経済理論」〔和歌山大学経済学会〕 15~1辟泊棧h 1953年12
月）と 「『社会外の社会」未解放部落の実態と解放運動について一ー特に 7• 18水害を契
機として提起された諸問題—」(『経済理論」 20号， 1954年7月および28号， 1955年11
月）および解題つき著作目録をおさめ，皿「旭川のほとり・京都・東京」には岡山市に生
まれ，六高・京大経済学部に学び，東京で統計調査関係につとめた1950年までの故人を語
った7人（弟の山本藤吉郎と友人の矢吹修，内海庫一郎，副島種典ら6人）の文章をおさ
め， JI[「和歌の浦辺に住む」には， 1950年和歌山経専・和大経済学部に赴任して以来の故
人を語った40人の回想記が， (1)研究生活， (2)ゼミナー ル， (3)和同教のころ， (4)日中県連会
長として， (5)高松ビラ弾圧事件， (6)うっそ身の人なりし，の6篇にわけてならんでいる。
山本は， (1)でとりあげた朝野勉とほぼ同時代に京大で社会科学を学んだ。私は故人が京
大経済学会で「社会外の社会」の報告をしたことを聴いただけで，個人的な接触はなかっ
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たが， 蛾川虎三のゼミで一緒だった内海庫一郎が書いている「山本正治一断片的回想
一」の中に登場する雪山慶正（彼の追悼文集「悲劇の目撃者雪山慶正・人とその時
代』は，上掲拙著で紹介した）や有田正三や上杉正一郎や，彼らの先輩で故人を和歌山大
学に招くのに尽力した金持一郎らに親しみをもっているので，そうした人詠の中にいた故
人にも関心があって，この追悼文集のことを内海にきいて入手したのだった。内海は，山
本が京大の「経済論叢』（第6磋和5号と第63巻1・.2号， 1948~1949年）に書いた「家計
調査の諸問題一＿特にエンゲルを中心として一ー」を「先年よんで見たが論文は仲々の出
来栄えであった」と書き，彼が和大に行ってから，その統計理論の研究を十分展開しえぬ
ままに終わったことを惜しんでいる。
四吉野信次 (1888-1971)
「吉野信次』，編著吉野信次追悼録刊行会，発行日1974年6月20日，非売品， A5判483
ページ，巻頭に遺影など写真29葉。
岸信介の「序」や山下英明・小島新一の「刊行の経過報告」によれば， 1971年7月19日
の座談会「吉野信次追悼のつどい」で追悼録の刊行がきまり，岸が刊行会の会長となっ
た。本書の編纂委員会は委員長両角良彦，顧問小島新ーと18名の委員で発足，本書を有竹
修二（元朝日新聞）の執筆する伝記を中心に編集することにした。
本書の中核である吉野信次伝 (1~420ペー ジ）は， (1)みちのく古川， (2)少年時代， (3)
青年時代， (4)農商務省から商工省，商工次官へ， (5)戦中戦後の時代， (6)晩年，の6部よりな
る。この他に「吉野信次追悼のつどい」の記録 (435~470ページ）と 「年譜」 (471~483
ページ）をおさめる。「追悼のつどい」の出席者は発言順につぎの12名である。両角良彦，
小松勇五郎，吉田悌二郎，植村甲午郎，岸信介，小島新一，奥田信三，豊田孝雅，岡松成
太郎，高田忠雄，菅波称事，葦沢大義。
吉野作造の弟として宮城県に生まれた故人は一高・東大（法）を経て1913年農商務省に
入り， 1921年より商工省に転じ， 1931年商工次官， 1937年商工大臣となった。『我国工業
の合理化』（日本評論社， 1930年），『日本工業政策」（現代日本工業全集第3巻， 1935年），
rおもかじとりかじ一一裏からみた日本産業の歩みーー」 (1962年）や，『さざなみの記」
(1965年）などの著書もある故人は， わが国戦前の官庁エコノミストの代表的存在といえ
ようが，伝記を中心としたこの異色の追悼文集で，商工政策史を中心としたわが国の統制
経済の展開をー側面から興味ぶかくたどることができる。
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あとがき
「初書月刊」（弘隆社）の1990年6月号は「鰻頭本・売られなかった本」という特集を
組み，木本至ら1~人の筆者が鰻頭本の掘り出し物を紹介している。故人の1周忌に参会者
にくばられる伝記や追悼文集が鰻頭本の最も多い例ーーお供養の鰻頭のかわりに出される
というので，古書業界でその名も生まれた一で，ここでも各方面の人々の追悼文集がと
りあげられている。
私がこれまで紹介してきた経済学者の追悼文集でとりあげられているのがあるかどうか
を検すると，宇野光雄が「洞爺丸と消ゆ」と題して「菊川忠雄一一その思想と実践—-J
(1956年）を紹介していた（杉原「思想家の書誌J,88~89ペー ジ参照）。 ここでとりあげ
られているこの他の追悼文集の中で，私の関心をそそるものを二つ紹介ーしておきたい。
いずれも宇野光雄がとりあげているもので， 一つは「お手伝いの人々の追想集」であ
る。 1989年11月に出た向坂ゆき編の「しのぶぐさ」という新書判70ページの私家版で，向
坂逸郎の悼悼文集である。向坂の追想負け道：は一筋』 (1988年）は私も紹介した（上掲拙
書136~138ページ）が，本書はその扉に「戦後向坂家の家事を手つだいした一同，時代順
に」とあるように， お手伝いの人々だけの追想集である。宇野はいう，「9名の文に添え
たゆき夫人の「おてがみ」も夫婦の仲をつたえていい文章だが，愛犬向坂マルが名を列ね
ているのも微笑ましい。マルはもちろんマルクスのマル。犬でもただマルでなく向寂マル
なのである。読み通すと， 9名の方の厚情にこたえた冊子ではあるが，ゆき夫人が尽きぬ
思いを再び形にされたのが本書，という感を深くしたのである」。
もう一つは「越の国雪や降るらん」という題で紹介されている「岡田定二郎さんの思い
出」 (1973年9月，同編集委員会刊）である。岡田 (1881-1972)は，古河鉱業や富士通
の社長であったが，戦後中央労働委員会で荒畑寒村と親しくなった。岡田と荒畑とには，
木下尚江，逸見斧吉，石川三四郎のような共通の知人があったのだが，岡田が木下らを知
ったのば， 一橋の同窓伊藤武雄ものべているように， 岡田虎二郎の静坐を介してであっ
た。晩年には日本ユネスコ協会の会長をつとめたという，この異色の実業人の追想文集
は，ー読したい思いをいだかせる。
財界人の追悼文集は多数刊行されていることが「近代日本経済人伝記資料目録』（東京
大学出版会， 1980年）で知られる（『岡田定二郎さんの思い出」ものっている）。私の手許
にも「河上弘一回想録：」（弘ーは河上肇の縁者， 1958年）や「小林一三翁の追想J(1961年）
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など数冊あるが，いずれも数百ページの豪華な装釘で，本稿で紹介した石川三四郎の追悼
文集とは対照的である。だが外見の立派さにもかかわらず，財界人の追悼文集には，内容
的にエコノミストの追悼文集としてとりあげたいと思うものは，比較的すくないような気
がする。
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